 テーマ・　日本国憲法と基本的人権
 権利が侵されている例を調べ、どうしたら権利侵害がなくせるか考えよう



○考えて欲しい事（テーマの説明）
 　１９４６年につくられた日本国憲法は、戦前の大日本帝国憲法とは大きくちがった

 憲法になりました。その特色は次の３つと言われています。

 　　・国民主権　　　・平和主義　　・基本的人権の尊重

 　このうち、・の基本的人権の尊重は世界的にもとても進んだもので。以下のような

 権利が定められ、これに反する法律や規則は認められないことが定められました。

 　〔憲法で保証されている権利〕

 　○「平和的生存権」（前文）

 　○生命・身体の自由

 　　・　奴隷的拘束および苦役からの自由（１８条）

・　法定の手続きによらなければ逮捕されたり処罰されたりしない自由(31～39)

 　○精神活動の自由

 　　・　思想・良心・信教・学問の自由（１９・２０・２３条）

 　　・　集会・結社・表現の自由および通信の秘密（２１条）

 　○経済活動の自由

 　　・　居住・移転・職業選択の自由（２２条）

 　　・　外国移住および国籍離脱の自由（２２条）

 　　・　財産権の不可侵（第２９条）

 　○平等権

 　　・　法の下の平等（１４条）

 　　・　家族生活における個人の尊厳と両性の平等（２４条）

 　○社会権

 　　・　幸福追求権および生存権（１３・２５条）

 　　・　教育を受ける権利（２６条）

 　　・　労働者の権利（２８条）

 　○人権を守るための権利

 　　・　公務員を選定し罷免てる権利（１５条）

 　　・　請願権（１６条）

・　選挙権・被選挙権および住民投票・国民投票権（15・44・93・95・・96・79条）

 　　・　裁判を受ける権利および請求権（３２・１７・２９・４０条）

 　しかし、権利は法律で定められたからといって守られるものではありません。日常

 生活の中で、一人一人が点検し、権利侵害をなくしていかねばなりません。

 　では、実際には、どのような権利が侵されている例があるのか。この実例を、本や

 新聞などで調べ、資料をよんだり、いろいろな人にあたって調査したりして調べてみ

 ましょう。



○実例を調べる方法
　　○新聞や本などを参考にして、権利が侵されている例がないか考える。

　　○資料を読んだり・役所やいろいろな人々に聞いて調査する。

○資料のまとめ方
　　○模造紙１枚にまとめる
→教室で発表説明後多目的ホールに掲示する。




○内容
「実例の説明や資料」「どの権利がおかされているのか」「どうしたらこの




○今後の予定　　　　　　　　　　　　　　ような例がなくせるか」

 テーマを考えるための資料提示


 　５　時間



 人権侵害の例を考え（班をつくる）


 　１　時間



 資料の収集と調査


 ２週間 
 授業時間は２時間程度



あとは放課後自分でやる

 資料のまとめ


 　１　時間



 発表と討論


 　２　時間



 まとめの学習


 　１　時間


 計１２時間



